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１月12日、役場庁舎のエントランス
ホールで、だんごさしを行ってくだ
さった前田行政区の皆さんです。
大きなミズキがそれは美しく飾ら
れて、ホール全体がパッと明るく華
やぎました。多くの来庁者や職員が
通るたびに見上げ、写真を撮るなど
して観賞していました。

〈 議会報告のページについて 〉 12月議会の報
告は通常１月号に掲載しておりましたが、開会
日が12月９日から16日に延期されたことに伴
い、掲載を２月号に変更しています。

　
皆
さ
ん
の
投
票
で
そ
の
年
の
10
大

ニュ
ー
ス
を
決
定
す
る『
あ
な
た
が
選

ぶ
村
の
ニュ
ー
ス
ベ
ス
ト
10
』。昭
和
63

年
か
ら
続
い
て
い
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。昨
年
末
の
募
集
開
始
か
ら
１

月
13
日
の
締
め
切
り
ま
で
に
届
い
た

５
１
１
票
を
集
計
。令
和
４
年
の
10
大

ニュ
ー
ス
が
決
定
し
ま
し
た
。

　「
新
春
村
民
の
つ
ど
い
」の
開
催
が

昨
年
に
続
い
て
見
送
ら
れ
た
た
め
、今

年
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
発
表
で
前
年

を
振
り
返
り
ま
す
。公
開
は
２
月
中

旬
か
ら
。ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
投
票
で
決
定
し
た
10
大
ニ
ュ
ー
ス
で
令
和
４
年
を
振
り
返
ろ
う

あ
な
た
が
選
ぶ
村
の
ニ
ュ
ー
ス
ベ
ス
ト
10 

!

10大ニュースで１年を振り返る動画も見てね

今月
の話
題

vol.
32

334票

12
月
に
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
県
の
主
導
で
防
疫
措
置
を
完
了
し
ま
し
た
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応

288票

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
村
内
集
団
接
種
で
年
内

に
延
べ
約
５
０
０
０
人
が
接
種
を
受
け
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種

244票

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
２
度
の
延
期
を
乗
り
越
え
大
雷

神
社
遷
宮
大
祭
に
合
わ
せ
て
10
月
に
開
催
。

「
飯
樋
四
区
復
興
祭
」４
年
ぶ
り
に
開
催

237票

７
月
30
日
、６
０
０
人
以
上
の
観
客
が
集
ま
り
、

迫
力
満
点
の
湖
上
の
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
は
や
ま
湖
花
火
大
会
」湖
上
の
花
火

232票

佐
藤
一郎
さ
ん
が
育
て
た
黒
毛
和
牛
の
牛
肉（
A
５

ラ
ン
ク
）を
５
月
に
道
の
駅
で
販
売
。即
日
完
売
！

飯
舘
産
黒
毛
和
牛
の
牛
肉
を
販
売

221票

レ
ス
ト
ラ
ン「
ラ
カッセ
」、「
は
り・き
ゅ
う・カ
シェッ
ト
」、

ゲ
ス
トハウ
ス「
C
O
C
O
D
A
」な
ど
が
開
業
。

新
し
い
店
舗
が
次
々
に
オ
ー
プ
ン

191票

今
大
会
も
単
独
チ
ー
ム
で
出
場
。補
欠
選
手
が
い
な

い
中
、全
選
手
が
完
走
し
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」単
独
出
場
で
力
走

173票

開
業
５
周
年
を
記
念
し
て「
ま
で
い
牛
ハン
バ
ー
グ

定
食
」が
レ
ス
ト
ラ
ン
に
登
場
し
ま
し
た
。

「
道
の
駅
ま
で
い
館
」開
業
５
周
年

173票

「
準
備
宿
泊
」は
９
月
23
日
か
ら
。拠
点
区
域
の
避

難
指
示
解
除
に
向
け
た
取
り
組
み
が
続
き
ま
す
。

長
泥
地
区
で「
準
備
宿
泊
」始
ま
る

７８９９

福島県沖地震 発生

３月16日午後11時36分、福島県沖を震源と
するマグニチュード７.４の地震が発生し、飯
舘村では震度６弱を観測。村は災害対策本
部を立ち上げ、被害状況の確認や対応にあ
たりました。断水した地区では翌17日に自衛
隊による給水を実施。また約90軒で屋根瓦
の落下が確認され、役場総務課を窓口に応
急処置用ブルーシートを配布しました。

１

２３４５６

金賞の賞品は
５万円分の旅行券！

342票

令和４年に飯舘村で起きたできごと50
項目から皆さんに投票で選んでいただ
いた10大ニュースの結果発表です！

左のQRコードから。また
は「飯舘村10大ニュース」
で検索してね！

８問正解者は11人。
厳 正 なる抽 選 の 結
果、三浦さんが金賞
に輝きました。

飯舘村10大ニュースの詳しい発表は
YouTubeの飯舘村公式チャンネルで！

公開日は村HＰで
お知らせします。

2020年飯舘村

10大NEWS！

金賞の連絡をいただき本当
にびっくりしました。旅行券
を使ってのんびり温泉に行
きたいなあ。村の１年間の

三浦真由美 さん
   　（小 宮）

できごとが身近に感じ
られ、一歩ずつ前進し
ているなと感じました。

10大NEWS  
  発表動画
  近日公開！

８問正解で金賞GET！
抽選の結果 見事当選！

あなたが選ぶ
村のニュースベスト10
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飯舘村の医療の現場から
特集１

　村は、「村民の今を支える取り組み」の最優先課題の一つ、『医療・介護・福祉環境の
強化』に向け、さまざまな角度からアプローチを行っています。
 そのような中、昨春、本田徹先生が村に移住し、常勤医として「いいたてクリニック」に
着任。『訪問診療』を行っていただけるようになりました。また本田先生の活動を通して、
村と医療従事者、あるいは医療従事者同士が、より多くの現場でつながり始めていま
す。医療を必要としながら声をあげずにいる人たちにも手を伸ばそうと試みる、本田先
生のアウトリーチの実践が、村の医療環境を耕し、新たな芽吹きを促しています。

本田徹先生の訪問診療
『訪問診療』では医師が診療計画に基づき定期的に訪問し
ます。急変時や緊急時に訪問し診療を行うのは『往診』で
す。本田先生はその両方を行っています。今回は本田先生の

『訪問診療』に同行させていただきました。

髙橋さん（写真中央）は、週に１度の訪問診療で、持病
の経過を診てもらっています。「ここは団地の皆さんが
助け合っていていいよね。お正月には東京にいる息
子さんも来てくれていたんだよね」と暮らしぶりも見
守る本田先生。隣家の村山キサノさん（写真右）はクリ
ニックに通院してお世話になっているそうです。

本田先生のハーモニカで歌を歌うこともあるというトヨさん。５年
ほど前に寝たきりになり、帰村後に亡くなった息子の妻・照代さ
んが在宅で介護しています。刺身や味噌汁が好きで、正月には「餅
が食べたい」とリクエスト。あんこ餅・つゆ餅を「うまいなぁ」と口に
したそうです。川俣町内のデイサービスに週２回通う他、「訪問看
護ステーションあがべご」の訪問看護も利用しています。

愛妻の葉子さんと村に移住し夢の実現に邁進してきた
岡本さん。昨年病気を患い本田先生が予後を診ていま
す。体調の確認から話題が広がり、友人がラカッセで開
いてくれた快気祝いのこと、最近読んだ本のこと、モス
クワ留学時代の思い出まで…。本田先生に語る岡本さ
んの笑顔がどんどん快活になっていきました。

森林組合で働くご主人を支えながら農業に勤しみ、ソ
フトボールもやっていたという頑張り屋のシゲ子さ
ん。ご主人を亡くした後も、家族を大切に、家を守っ
て暮らしてきました。「血圧が高いなあ。シゲ子さんは
漬物名人だけど、塩分は摂り過ぎないよう気をつけて
ね」。敬意を込めていたわる本田先生です。

本田先生×草野シゲ子さん（関沢）本田先生×岡本 易さん（関沢）本田先生×髙橋タマ子さん（深谷）

本田先生×花井トヨさん（伊丹沢）

国内の病院で勤務した後に青年海外協力隊員とし
てチュニジアに赴任。「日本国際ボランティアセン
ター」を経てNPO法人「シェア＝国際保健協力市民
の会」を設立。国外での医療支援、阪神淡路大震災
の医療救援などを行いながら、東京都・山谷（さん
や）地区での医療活動、在日外国人の医療支援に
も長く携わりました。その活動の様子は平成25年
にNHK「プロフェッショナル 仕事の流儀」でも紹介
されています。東日本大震災の救援活動では宮城
県気仙沼市に入り、福島労災病院（いわき市）の非
常勤医を経て、平成31年から高野病院（広野町）の
勤務医に。その後、飯舘村で訪問看護ステーション
を立ち上げていた星野勝弥さんから村の窮状を聞
き訪問したことをきっかけに移住を決意。令和４
年４月から「いいたてクリニック」の常勤医となり、
訪問診療をスタートしました。

※ラカッセ＝村内のレストラン

アウトリーチ＝「手を伸ばす」という意味。社会福祉の分野では、助けが必要な状態にあるにも
かかわらず自ら申し出ない人たちに対して積極的に働きかけ支援を届けることを指します。

　
飯
舘
村
に
移
住
を
し
て
間
も
な

く
１
年
。「
皆
さ
ん
に
温
か
く
迎
え

て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
た
い
」と
本
田

先
生
は
や
さ
し
い
笑
顔
を
見
せ
ま
し

た
。「
い
い
た
て
ク
リ
ニッ
ク
」で
は
火

曜
日
の
外
来
を
担
当
。そ
れ
以
外
の

日
を
訪
問
診
療
に
あ
て
て
い
ま
す
。

　
医
学
的
な
理
由
で
食
事
が
で
き

な
い
人
や
酸
素
吸
入
が
必
要
な
人
で

も
、在
宅
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、訪
問
看
護
や
訪
問
入
浴

を
利
用
し
な
が
ら
、住
み
慣
れ
た
家

で
暮
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。「
よ

り
よ
い
医
療
を
届
け
る
に
は
、生
活

全
般
の
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
」と
本
田
先
生
。患
者
さ

ん
と
対
話
を
す
る
様
子
か
ら
も
、一

人
ひ
と
り
の
生
き
方
に
寄
り
添
い

尊
重
す
る
先
生
の
姿
勢
が
垣
間
見

え
ま
す
。「
い
い
お
医
者
さ
ん
だ
よ
。

や
さ
し
い
人
だ
」。患
者
さ
ん
が
つ
ぶ

や
き
ま
す
。

　
訪
問
診
療
が
多
く
の
人
に
届
き

始
め
た
今
、本
田
先
生
は
よ
り
深
い

課
題
に
も
手
を
伸
ば
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
声
を
あ
げ
ず
に一人

で
頑
張
っ
て
い
る
人
に
も
医
療
を
届

け
た
い
。余
計
な
お
節
介
か
も
知
れ

な
い
け
れ
ど
。そ
こ
に一つ
の『
医
療

の
最
前
線
』が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
」。ま
た
、「
年
齢
的
に
、私
自
身

が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、も
う
少
し
頑
張
り
た
い
」

と
決
意
を
に
じ
ま
せ
ま
す
。「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
協
力
体
制

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、村
の

医
療
が
持
続
可
能
な
も
の
に
な
り

ま
す
。診
ら
れ
る
人
も
診
る
人
も

共
に
老
い
て
い
く
、新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
も
あ
る
の
で
す
よ
」。

　
半
世
紀
に
及
ぶ
経
験
と
信
念
を

胸
に
、本
田
先
生
が
飯
舘
村
の
医
療

の
未
来
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。そ
し

て
今
日
も
ま
た
、患
者
さ
ん
の
も
と

を
訪
れ
、心
を
通
わ
せ
な
が
ら
診
療

を
続
け
て
い
ま
す
。

本
田
徹
先
生
の
こ
れ
ま
で

のぶ  こ

特集１ 飯舘村の医療の現場から
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あがべご訪問看護ステーション

　
平
成
22
年
４
月
に
公
設
民
営
の
診
療
所
と

し
て
診
療
を
開
始
し
た
「
い
い
た
て
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
。
地
域
密
着
型
の
医
療
施
設
と
し

て
、
多
く
の
村
民
が
利
用
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
23
年
に
震
災
と
原
発
事
故
が

発
生
し
、
村
は
計
画
的
避
難
区
域
と
な
り
ま

し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
村
民
の
避
難
が
始

ま
っ
て
か
ら
も
、
役
場
が
機
能
移
転
を
す
る

６
月
22
日
ま
で
診
療
を
続
け
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
３
月
の
避
難
指
示
解
除
が
決
ま

る
と
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
平
成
28
年
９
月
に
診

療
を
再
開
。
診
療
日
は
週
２
日
と
な
り
ま
し

た
が
、
帰
村
し
た
村
民
の
医
療
環
境
を
、
温

か
く
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
令
和
４
年
４
月
、
本
田
徹
先
生
が

初
の
常
勤
医
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

地域医療に貢献する社会医療法人秀公会
「あづま脳神経外科病院」が指定管理者と
して運営する公設民営のクリニックです。

総
合
診
療
科  

診
療
時
間

特集１ 飯舘村の医療の現場から

訪問看護とは　医師やケアマネージャーと連携し在宅で
療養生活を送っている方の看護を、看護師が訪問して行う
サービス。日常生活の看護、疾病の悪化防止・予防の支援、
ターミナル（終末期）ケア、心のケア、服薬の管理など、内容は
多岐にわたります。介護保険で要介護・要支援の認定を受け
ている方で、主治医が必要と認めた方が対象となります。

「いいたてクリニック」では、
令和２年４月から、院内処方
を行っています。他のかかり
つけ薬局を利用することもで
きますが、多くの患者さんが
院内処方を利用しています。

飯舘村伊丹沢字山田380　☎0244-68-2277 いいたてクリニック

薬剤師 八城弘樹 さん

飯舘村飯樋字町387　
☎0244-32-1463／080-1663-2572

バイタル サイン（脈 拍・呼 吸・体 温・血 圧 など）を
チェックし、本人や家族と対話をしながら、服薬の確
認や身体の清拭を進めていきます。身体の位置を動
かす際には、寝ている德春さんが「ヨイショヨイショ」
と掛け声を出して、皆大笑い。木村さん（写真右）は

「いつも私の方が元気をもらいますね」と笑顔で話
しかけていました。

本田先生が訪問診療を行う患者さんにも処方しま
す。高齢の方は薬の数が多くなりがちですので、処
方された薬の必要性や飲み方などを分かりやすく
伝えるよう心がけています。

　
本
田
先
生
が
着
任
さ

れ
、火
曜
日
は
午
後
ま
で
ク

リ
ニッ
ク
の
診
療
が
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま

た
、訪
問
診
療
に
よ
り
、通

院
が
で
き
な
い
人
に
も
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。何
よ
り
村

内
に
医
師
が
い
て
く
れ
る
、

そ
の
安
心
感
が
以
前
と
は

違
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
は
地
域
サ
ロ
ン
で
の
健

康
講
話
な
ど
も
引
き
受
け

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
村
は
、毎
週
の
面
談
を

通
し
て
本
田
先
生
と
情
報

を
共
有
し
て
い
ま
す
。ま

た
、1
月
か
ら
は
、先
生
が

訪
問
診
療
に
向
か
う
際
の

車
の
運
転
手
を
確
保
し
ま

し
た
。

　
村
も
、検
診
結
果
に
基

づ
く
保
健
指
導
を
丁
寧
に

行
い
、栄
養
教
室
、運
動
教

室
な
ど
を
開
催
し
て
、村

民
の
介
護
予
防
、健
康
増

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、一つ
ひ
と
つ
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い
、よ
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
を
粘
り
強
く
進
め

て
い
き
ま
す
。

医療・介護のよりよい環境づくりに向けて 健康福祉課　石井秀徳 課長

院内処方を行っています

木
曜
日
の
診
療
を
担
当

斎
藤
徹
先
生

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
日
に

生
活
支
援
ワ
ゴ
ン
を
運
行

村が運行する「生活支援ワゴン」を通院に利用するこ
とができます（帰村していて原則運転ができない方が
対象です）。利用希望日の２日前までにご予約くださ
い。☎0244-26-5207（サポートセンターつながっぺ）

蔵を改装した事務所の前で。三瓶たつ子さん
（写真左／大久保・外内）が事務を手伝います。

定休日／土日曜日・祝日
時間／午前９時〜午後５時
訪問エリア／飯舘村・川俣町
と南相馬市・福島市・相馬市・
浪江町の一部

訪問看護ステーションあがべご

   火曜日　
午前9時〜正午

（受付：午前8時30分〜11時30分）
午後1時30分〜３時

（受付：午後1時〜2時30分）
   木曜日　
午前9時〜正午

（受付:午前8時30分〜11時30分）

あがべご・木村明美さん×須藤德春さん（比曽）
よし はる　星野勝弥さん（飯樋町）が代表を務める訪問看

護ステーション。６人の看護師が所属し、利用者約
20人の定期訪問を担っています。「それぞれに経験
を積んだ人が、志を持って、スタッフになってくれてい
ます」と星野さん。「多様な力を発揮できることは、こ
のチームの強み」と笑顔を見せました。　
　看護師と保健師の資格を持つ星野さんは、「飯舘
村で、帰還する高齢者の暮らしを支えたい」と、平成
29年に移住。飯舘村地域包括支援センター勤務を
経て、令和２年に訪問看護事業を立ち上げました。
　昨年スタートした本田先生との連携も、ケアの効果
を上げています。「医師と看護師がここまで濃密に
関わりながら患者さんのことを考えられる地域はなか
なかないと思います。これからも利用者さんに喜んで
もらえるよう、最適なケアを提供していきたい」。
　“今の世の中が失ったものを埋めていくチャレンジ”
と前を向く星野さんの思いが、今、多くの縁を引き寄
せながら、一つの形になろうとしています。
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❶ 冬場は脱衣室と浴室を暖かくしておく。
❷ 風呂の温度は38〜40度と低めに設定。熱い湯（42〜43度）は血圧が高くなり危険です。
❸ 入浴時間は短めに。
❹ 入浴前後にコップ一杯の水分を補給する。
❺ 高齢者や心臓病の方が入浴中は、家族が声を掛けチェック。
❻ 入浴前にアルコールは飲まない。
❼ 収縮期血圧が180mmHg以上または拡張期血圧が110mmHg以上ある場合は入浴を控える。
❽ 早朝起床時はコップ一杯の水を補給する。睡眠時の発汗で血液が濃縮しています。
❾ 寒い野外に出る時は、防寒着、マフラー、帽子、手袋などを着用し、寒さを調整しましょう。
➓ タバコを吸う方は禁煙をしましょう。

　
戦
後
の
農
村
で
は
脳
血
管
系
の

病
気
、と
く
に
脳
出
血
が
住
民
の

主
要
な
死
亡
原
因
を
占
め
、こ
れ

を
い
か
に
減
ら
す
か
が
大
き
な
課

題
で
し
た
。私
が
青
年
医
師
時
代

に
お
世
話
に
な
っ
た
信
州
佐
久
地

域
で
は
、早
く
か
ら
脳
出
血
予
防
の

た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、減
塩

食
の
普
及
と
冬
の
寒
さ
対
策
が
二

本
柱
に
な
って
い
ま
し
た
。後
者
に
つ

い
て
は
、冬
期
間
、家
の
中
に
せ
め
て

一つ
だ
け
は
、家
族
全
員
が
温
か
く

過
ご
せ
る
部
屋（
居
間
）を
作
る
こ

と
を
住
民
に
勧
め
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、便
所
が
家
の
外
に
あ
っ

た
り
、中
に
あ
っ
て
も
寒
か
っ
た
り

で
、用
便
中
に
脳
卒
中
や
心
臓
発

作
を
起
こ
し
て
亡
く
な
っ
た
り
、重

い
後
遺
症
を
負
う
方
も
多
か
っ
た

の
で
す
。

　
県
民
全
体
の
努
力
の
結
果
、長

野
県
は
男
女
と
も
、全
国
で
も
冠

た
る
健
康
長
寿
県
と
な
り
、長
年

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。幸

い
、現
代
の
日
本
で
は
脳
出
血
の
よ

う
な
病
気
は
減
り
ま
し
た
が
、冬

期
間
に
、入
浴
な
ど
の
際
、10
度
以

上
の
環
境
温
度
の
急
激
な
変
化
に

よ
り
急
死
さ
れ
る
方
が
、高
齢
者

を
中
心
に
年
間
1
万
人
以
上
は
い

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、温
か
い
部
屋
か
ら
、寒
い
浴
室

や
便
所
に
移
動
し
、さ
ら
に
浴
槽
で

急
に
体
が
温
め
ら
れ
、ヒ
ー
ト
シ
ョッ

ク
と
呼
ば
れ
る
、血
圧
や
循
環
機
能

の
乱
調
が
起
き
た
結
果
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。心
臓
発
作
に
よ
り
、助

け
を
求
め
る
間
も
な
く
、浴
槽
内

で
溺
死
す
る
と
いっ
た
、悲
劇
的
な

ケ
ー
ス
も
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

　
死
に
つ
な
が
る
心
臓
発
作
に
は

主
に
二
種
類
あ
り
、心
筋
梗
塞
と

重
い
不
整
脈
で
す
。ど
ち
ら
も
、前

触
れ
な
く
起
き
る
と
い
う
意
味
で
、

大
変
こ
わ
い
病
気
で
す
。高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
基
礎
疾
患
に
加

え
、生
活
習
慣
と
し
て
の
、喫
煙
、

過
度
の
飲
酒
、平
素
の
運
動
不
足
、

過
労
、不
眠
、過
重
な
ス
ト
レ
ス
な

ど
も
リ
ス
ク
因
子
と
な
り
ま
す
。

　
普
段
か
ら
の
体
調
管
理
や
、持
病

の
適
切
な
治
療
が
大
切
な
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、ヒ
ー
ト
シ
ョッ
ク

を
招
か
な
い
よ
う
に
、入
浴
室
の
更

衣
場
に
暖
房
を
整
え
る
な
ど
し
て
、

温
か
い
冬
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

いいたてクリニック　  本田 徹 先生

第４回

冬のヒートショックと
               心臓発作を予防しましょう

本田先生に聴く
うた

こころと からだと いのちの詩

福島県は急性心筋梗塞で亡くなっている人の割合が男女とも全国１位です！  福島県は急性心筋梗塞で亡くなっている人の割合が男女とも全国１位です！  

人口動態特殊報告（H25-29）より

冬場に心筋梗塞を予防するための注意すべき10か条 （国立循環器病研究センター公表）

福 島 県

飯 舘 村

              男 性

          ２１１.０

          ２７８.３

              女 性

          ２０３.０

          １７２.９

◀︎急性心筋梗塞で亡くなる方について
全国平均を１００としています。県全体
でみると平均より２倍近い死亡率です。
◀︎村の値をみると、特に男性の死亡率
が高くなっています。

     全国
ワースト１

     全国
ワースト１

予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

AED
いざという時 生命を救ういざという時 生命を救う

❶ 肩をたたきながら声をかけ、反応の有無を確認。　
❷ 反応がない場合は大声で人を呼び、119番通報とAEDを持って来るよう頼む。　
❸ 呼吸の有無を確認。　
❹ 呼吸がない場合は、胸骨圧迫(心臓マッサージ）を開始。「強く」「速く」「絶え間なく」。　
❺ AEDが到着したら電気ショックを行います。

AED＝自動体外式除細動器は、心室細動と呼ばれる不整脈(心臓
のけいれん）を起こした心臓に電気ショックを与え、元の収縮を取
り戻させる機器です。使用を開始すると自動で心電図を解析し、音
声や表示で指示を出します。

村内施設の主なAED設置場所村内施設の主なAED設置場所

■ ■ 一次救命措置の手順一次救命措置の手順

■ ■ AEDの使用手順AEDの使用手順

倒れた人を目撃したら、周囲の安全を確認し救命措置を開始。

❶ 電源を入れると音声の指示が始まる。胸がぬれている場合は拭き取り、何か貼られていたらはがす。皮
膚の下にペースメーカーなどが埋め込まれている場合（皮膚の下に硬いこぶのようなものがある場合）は
そこを避ける。※子ども用パッド・小児モードを備えた機器もあるが、ない場合は子どもも大人と同じパッ
ドを使う。
❷ 電極パッドを貼る。貼る位置はパッド等に描かれている。
❸ AEDが自動的に心電図を解析し音声などで指示を出す。心電図の解析が始まったら胸骨圧迫をやめ、
倒れている人から離れる。
❹ 電気ショックが必要な場合は「電気ショックが必要です」と音声が流れ、充電が始まる。充電が終わる
と「ショックボタンを押してください」という音声や充電終了の連続音が流れ、ショックボタンが点滅する。

「離れて」と周りの人に注意し、誰も触れていないことを確認し、ショックボタンを押す。
❺ 電気ショックの後すぐに胸骨圧迫を再開。AEDが再び心電図を解析して２分ごとに電気ショックが必
要か指示を出す。指示に従い、救急車の到着まで継続する。

AEDの心電図の解析が始まるまでは、心臓マッサージを継続します。

❶ 道の駅までい館☎0244-42-1080　
❷ 交流センター「ふれ愛館」☎0244-42-0072
❸ 飯舘村役場☎0244-42-1611
❹ いいたてスポーツ公園管理棟☎0244-42-0152　
❺ 村社会福祉協議会☎0244-42-1021　
❻ いちばん館☎0244-42-1637（健康福祉課）
❼ いいたてクリニック☎0244-68-2277
❼ サポートセンターつながっぺ☎0244-26-5207
❽ いいたて希望の里学園☎0244-42-0003
❾ いいたてパークゴルフ場☎0244-42-1571　
➓ 村地域防災センター☎0244-42-1611（総務課）      

６

２

３ ４

ここ▶︎ここ▶︎
１

２

３ ４
５
６ ７

10

８
９

専
用
ボ
ッ
ク
ス
で

A
E
D
が
設
置
さ

れ
て
い
る
場
所 入口から続く廊下入口から続く廊下

事務所付近の窓際事務所付近の窓際

交流センター交流センター

村役場村役場

１F 税務係窓口前１F 税務係窓口前

ここ▶︎ここ▶︎

ホールの入口ホールの入口

◀︎ここここ

いちばん館いちばん館

スポーツ公園スポーツ公園

管理棟の入口管理棟の入口

◀︎ここ◀︎ここ

確認しておこう！

８希望の里学園希望の里学園

８希望の里学園希望の里学園

８希望の里学園希望の里学園

◀︎ここ◀︎ここ

ここ▶︎ここ▶︎

ここ▶︎ここ▶︎

職員室前職員室前

第１体育館入口第１体育館入口 第２体育館入口第２体育館入口

ほけんとふくし

朝の給水は
  ぬるま湯が
   おすすめ
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最優秀賞

  優  秀  賞        

  佳　作          

第23回  読書メッセージコンテスト
私の１冊を紹介します

入賞作品から

素敵な本と出会いましょう
菅
野
あ
か
り 

さ
ん

（
希
望
の
里
学
園
２
年
生
）

『よるだけパンダ』  大塚健太　
小学館

　
ど
う
ぶ
つ
園
で
は
パ
ン
ダ
が
大
人
気

で
す
。夜
は
ね
て
い
る
の
で
ほ
か
の
ど
う

ぶ
つ
が
パ
ン
ダ
に
な
り
ま
す
。わ
た
し
の

お
気
に
入
り
は
、パ
ン
ダ
ス
ー
ツ
を
き
た

カ
バ
が
木
の
か
げ
か
ら
ぬ
ー
っ
と
顔
を

出
す
ば
め
ん
で
、何
回
見
て
も
お
も
し

ろ
く
て
わ
ら
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

最
優
秀
賞

第23回 読書メッセージコンテスト 審査結果

山
田
ゆ
り 

さ
ん

（
希
望
の
里
学
園
７
年
生
）

『いい人ランキング』  吉野万理子
あすなろ書房

　
あ
な
た
が
思
う「
い
い
人
」は
ど
ん
な

人
だ
ろ
う
。主
人
公
の
桃
が
本
当
の「
い

い
人
」に
つ
い
て
考
え
て
い
く
話
で
あ

る
。私
が「
い
い
人
」だ
と
思
っ
て
い
た
人

も
違
う
一
面
が
あ
る
。「
い
い
人
」で
な
く

て
も
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

私
は
そ
う
受
け
取
っ
た
。

優
秀
賞

原
田  

朋 

さ
ん

 

　
　
　
　
　（
深 

谷
） 『水を縫う』  寺地はるな  

集英社

　“
普
通
”っ
て
何
だ
ろ
う
。子
供
の
頃
、

周
り
と
違
う
こ
と
で
か
ら
か
わ
れ
た
経

験
が
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な

い
か
。主
人
公
は
刺
繍
が
大
好
き
な
男

の
子
。多
様
性
が
認
め
ら
れ
て
き
た
今

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
学
生
の
う
ち
に
読

ん
で
も
ら
い
た
い一
冊
で
す
。

優
秀
賞

読書メッセージを紹介します

　おすすめの本の紹介文を募る「読書メッセージコンテスト」。本との出逢いが広が
ることを願って、村が毎年実施しているコンテストです。
　第23回「読書メッセージコンテスト」の審査結果を公表します。入賞作品は、昨年
11月の審査会で決定し、12月下旬に村役場および「いいたて希望の里学園」で、
表彰式を行いました。
　素敵なメッセージをご応募いただいた皆様、ありがとうございました。

特 集 2特 集 2

                             氏           名

菅野あかり（いいたて希望の里学園２年）

眞柴鳳士（いいたて希望の里学園２年）

                            おすすめの本・作者

『よるだけパンダ』大塚健太

山田ゆり（いいたて希望の里学園７年） 『いい人ランキング』吉野万理子

末永紗稀（いいたて希望の里学園８年）

原田  朋（村民／深谷）

花井咲心（いいたて希望の里学園３年）

花井聡一郎（いいたて希望の里学園４年）

『ぐりとぐら』作 なかがわりえこ／絵 おおむらゆりこ

『水を縫う』寺地はるな

『ココロ屋』作 梨屋アリエ／絵 菅野由貴子

『これからはじめる狩猟入門』原田祐介

佐藤郁子（村民／深谷） 『おおはくちょうのそら』手島圭三郎

礒山姫夢（いいたて希望の里学園９年） 『わたしのせいじゃない―せきにんについて―』文レイフ・
クリスチャンソン／訳にもんじまさあき／絵ディック・ステンベリ

『ばあばにえがおをとどけてあげる』   文コーリン・
アーヴェリス／絵イザベル・フォラス／訳まつかわゆみ

『ゆりの木荘の子どもたち』
作 富安陽子／絵 佐竹美保

山田安土（いいたて希望の里学園５年）

菅野拓真（いいたて希望の里学園９年） 『しあわせ』文レイフ・クリスチャンソン／訳にもんじ
まさあき／絵ディック・ステンベリ

普段自分では
選ば

ない本との出
逢い

を楽しんでね
。

※受賞者の皆さんがおすすめした本は、交流センター「ふれ愛館」で
借りることができます。お気に入りの１冊を見つけてください。

（敬称略）
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飯舘村議会定例会飯舘村議会定例会令和４年 第10回
議会報告 12月議会定例会

　
令
和
４
年
12
月
議
会
定
例
会

は
、12
月
19
日
か
ら
26
日
ま
で
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。一
般
質
問

は
21
・
22
日
に
行
わ
れ
、村
議
員
が

村
政
の
重
要
な
課
題
等
に
つ
い
て

村
側
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　
議
会
審
議
は
26
日
に
行
わ
れ
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　 

通
常
、12
月
議
会
の
報
告
は
、広

報
１
月
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

が
、会
期
日
程
延
期
に
伴
い
２
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

今
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

令
和
４
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

飯
舘
村
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
８
月
、９
月
、11
月
の
計
３
回
に
わ

た
り
、移
住
ツ
ア
ー「
ミ
チ
シ
ル
旅
」

を
実
施
し
ま
し
た
。感
染
防
止
対

■
移
住
ツ
ア
ー「
ミ
チ
シ
ル
旅
」

村
長
村
政
報
告

紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す

　
令
和
４
年
12
月
７
日
に
村
内
で

発
生
が
確
認
さ
れ
た
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、福
島

県
が
主
体
と
な
っ
て
防
疫
措
置
を

行
い
、同
月
11
日
ま
で
に
、発
生
農

場
に
お
け
る
埋
却
、鶏
舎
消
毒
等
の

作
業
が
終
了
し
ま
し
た
。な
お
、動

員
人
数
は
同
月
11
日
現
在
で
、県

職
員
・
延
べ
６
４
６
人
、本
村
を
含
む

相
双
管
内
市
町
村
・
団
体
職
員
・
延

べ
２
３
９
人
の
合
計
８
８
５
人
で
し

た
。

　
村
で
は
、引
き
続
き
ま
ん
延
防

止
の
た
め
の
措
置
に
努
め
る
と
と
も

に
、情
報
収
集
を
行
い
、周
知
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

■
帰
還
困
難
区
域
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
９
月
23
日
か
ら
、帰
還

困
難
区
域
、長
泥
地
区
の
特
定
復
興

再
生
拠
点
区
域
に
お
い
て
、準
備
宿

泊
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、令
和
５
年
春
の
避
難
指

示
解
除
を
目
標
と
す
る
中
で
、住
民

の
方
々
の
宿
泊
の
ほ
か
、自
宅
の
本

格
的
な
修
繕
や
清
掃
等
に
も
活
用

で
き
、避
難
指
示
解
除
ま
で
の
期
間

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
11
月
20
日
に
は
長
泥
地
区
住
民

説
明
会
を
実
施
し
、現
在
の
空
間
線

量
率
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
状
況
に
つ
い

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、特
定
復
興

再
生
拠
点
区
域
の「
避
難
指
示
解

除
時
期
を
令
和
５
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
あ
た
り
と
す
る
」こ
と
を
、

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
外
の
う
ち
、「
線
量
低
減
化
実
証

事
業
等
の
効
果
を
確
認
す
る
場（
通

称「
公
園
用
地
」）に
つ
い
て
も
、「
拠

点
区
域
と
同
時
期
に
避
難
指
示
解

除
す
る
」こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、長
泥
地
区
の
方
々
の

準
備
宿
泊
及
び
避
難
指
示
解
除
、そ

し
て
そ
の
先
に
あ
る「
夢
の
あ
る
ふ

る
さ
と
長
泥
」の
創
出
に
向
か
っ
て
、

最
大
限
の
努
力
を
も
っ
て
住
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
村
道
機
能
回
復
工
事
は
令
和
４

年
度
計
画
し
て
い
る
30
路
線
、延
長

９
・５
㎞
に
つ
い
て
、令
和
４
年
12
月

末
の
完
了
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
村
道
の
除
雪
は
、行
政
区
委
託
に

　
12
月
４
日
に
は「
ふ
る
さ
と
の
担
い

手
交
流
会
」と
題
し
、移
住
さ
れ
た

方
お
よ
び
日
頃
か
ら
交
流
の
あ
る
住

民
の
方
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
約
20
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、互
い
に
情
報
共
有
を
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、新
た
な
村
の
再
発
見
に

つ
な
が
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
の
担
い
手
交
流
会

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
モ
ニ
タ
ー

利
用
開
始
か
ら
、10
月
末
ま
で
に

１
６
１
７
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、令
和
４
年
11
月
末
か
ら
は
、

あ
い
の
沢「
基
本
構
想
」の
策
定
に
着

手
し
て
お
り
、あ
い
の
沢
を
訪
れ
る

方
々
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
、喜
ば
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
村
民
の
森
あ
い
の
沢

　
令
和
４
年
度
、結
婚
か
ら
50
年

と
な
り
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

妻
は
、12
組
で
し
た
。
本
来
で
あ

れ
ば
、敬
老
会
の
席
上
で
ご
紹
介

し
記
念
品
を
お
渡
し
す
る
と
こ
ろ

で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
敬
老

会
を
や
む
な
く
中
止
し
ま
し
た
。

お
祝
い
の
品
を
贈
呈
す
る
た
め
、直

接
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、夫
婦
円
満

の
秘
訣
や
今
ま
で
の
苦
労
話
等
、

と
て
も
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま

■
金
婚
の
お
祝
い
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
11
月

21
日
ま
で
に
、イ
ノ
シ
シ
64
頭
、サ
ル

58
頭
の
駆
除
を
実
施
し
ま
し
た
。ま

た
、捕
獲
し
た
鳥
獣
を
減
容
化
す
る

施
設
建
設
は
、村
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
に
お
い
て
建
設
工
事
が
進
ん

で
お
り
、令
和
４
年
度
内
の
完
成
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

■
鳥
獣
被
害
対
策

■
建
設
関
係

　
令
和
３
年
度
は
実
施
が
見
送
ら

れ
ま
し
た
が
、今
年
度
は
前
期
課
程

に
よ
る
稲
刈
り
体
験
授
業
を
行
い

ま
し
た
。平
成
30
年
度
か
ら
児
童
た

ち
が
村
内
で
の
米
作
り
を
続
け
て

き
た
中
で
、自
分
た
ち
が
植
え
、稲

刈
り
を
し
た
お
米
を
、学
校
給
食
で

食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
10
月
20
日
か
ら
７
日
間
開
催
し

た
総
合
文
化
展
に
は
、こ
ど
も
園
と

希
望
の
里
学
園
を
含
め
、村
内
外
か

ら
約
6
0
0
点
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
2
1
0

日
間
開
場
し
、延
べ
４
２
０
１
人
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
関
係

よ
る
除
雪
の
体
制
を
整
え
、今
後
、

伊
丹
沢
、上
飯
樋
、関
根
・
松
塚
、前

田
、二
枚
橋
・
須
萱
の
５
つ
の
行
政
区

と
契
約
し
、住
民
参
加
型
の
除
雪
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
は
村

内
15
の
行
政
区
で
27
件
の
工
事
を

発
注
し
、令
和
４
年
11
月
末
に
３
件

の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。引
き
続

き
早
期
完
了
に
努
め
ま
す
。

紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す

策
を
徹
底
し
な
が
ら
、24
名
の
方
々

に「
ふ
る
さ
と
飯
舘
村
」の
魅
力
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
少
数
だ
っ
た
の

で
村
の
魅
力
を
詳
し
く
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
た
」な
ど
の
意
見
が
あ

り
、引
き
続
き
村
の
魅
力
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
村
民
の
帰
還
状
況

　
令
和
４
年
12
月
１
日
現
在
の

村
へ
の
帰
還
者
は
６
３
８
世
帯
、

１
２
３
２
人
で
帰
還
率
は
約
25
・

５
％
で
す
。こ
れ
に
、震
災
後
の
転
入

者
２
２
３
人
と
い
い
た
て
ホ
ー
ム
の

入
所
者
等
を
合
わ
せ
、村
内
の
居
住

者
は
７
８
９
世
帯
で
１
５
０
８
人
で

す
。

　
避
難
を
継
続
し
て
い
る
方
は
、県

外
避
難
者
が
１
６
３
人
、県
内
避

難
者
は
、福
島
市
に
２
０
８
９
人
、

南
相
馬
市
に
２
９
０
人
、伊
達
市
に

２
６
１
人
、川
俣
町
に
２
４
６
人
な

ど
、合
わ
せ
て
３
１
６
６
人
で
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
初
回（
１
回
目・２
回
目
）接
種
率
は

86・1
％
、３
回
目
接
種
率
は
78・５
％

で
す
。「
い
ち
ば
ん
館
」で
の
集
団
接

種
は
、令
和
４
年
９
月
か
ら
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
に
切
り
替
え
、

こ
れ
ま
で
計
８
日
間
の
実
施
で
接
種

人
数
は
１
１
５
９
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。避
難
先
自
治
体
で
の
接
種
を
合

わ
せ
る
と
、令
和
４
年
12
月
１
日
現

在
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
人
数
は
１
５
９
８
人
で
す
。

し
た
。
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清 し々い表情で成人証書を受
け取る晴れ着姿の20歳の皆
さん。杉岡村長が壇上で一人
ひとりに証書を授与しました。

避難の期間も前を向き続けた経
験を糧に「新時代の担い手とし
て精進します」と『誓いのことば』
を述べる成人式実行委員長の
神代優太さん（大久保・外内）。

佐々木太樹さん（二枚橋・須
萱）、細杉くるみさん（前田）が
『感謝のメッセージ』を発表。
成長を見守り支えてくれる家
族に感謝を伝えました。

懇親会の開催は見送られまし
たが、式の後にも写真を撮り
合うなどして、再会のひととき
を大切に過ごしていました。

小中学校時代の恩師を招い
て感謝の花束を贈呈。先生方
が花束を胸に当時を振り返り
祝福の言葉を贈りました。

生涯学習課と協力し素晴らし
い式をつくり上げた成人式実
行委員の皆さん。ロビーに設
けられたフォトスポットにて。

令
和
５
年
飯
舘
村
成
人
式

令
和
５
年
飯
舘
村
成
人
式

　
１
月
８
日
、交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛

館
」で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
年
年
齢
が
昨
年
か
ら
18
歳
と
な
り

ま
し
た
が
、村
で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

20
歳
と
な
る
学
年
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
式
を
行
い
ま
し
た
。村
の
20
歳
、74
人

の
う
ち
24
人
が
式
に
集
い
ま
し
た
。

特 集３
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あ
ぶ
く
ま
高
原
に
位
置
す

る
飯
舘
村
。厳
冬
期
の
寒
さ

は
ひ
と
し
お
で
す
。

　
厳
し
い
自
然
を
逆
手
に

取
っ
て
、寒
さ
を
生
か
し
た
、

凍
み
餅
、凍
み
大
根
づ
く
り
な

ど
、い
わ
ゆ
る「
凍
み
も
の
文

化
」が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
12
月
に
も
大
雪
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、年
末

年
始
は
穏
や
か
で
、雪
の
な
い

お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

　
大
寒
波
が
や
っ
て
来
た
の

は
、１
月
下
旬
。低
温
、暴
風
、

大
雪
の
予
報
が
繰
り
返
し
報

道
さ
れ
、覚
悟
を
決
め
て
迎

え
た
も
の
の
、影
響
は
広
範
囲

に
及
び
、全
国
の
交
通
網
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
こ
の
寒
波
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
１
月
25
日
、村
内
の「
最

高
気
温
」は
マ
イ
ナ
ス
７
度
。

非
常
に
厳
し
い
冬
の
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
夜
が
明
け
る
と
、役
場
の

周
辺
も
辺
り
一
面
真
っ
白
に
。

出
勤
し
て
き
た
職
員
が
停
め

た
自
動
車
も
、あ
っ
と
い
う
間

に
粉
雪
を
ま
と
っ
て
凍
り
つ

き
、オ
ブ
ジ
ェの
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
冬
に
寒
い
の
は
仕
方
の
な
い

こ
と
。村
民
は
、こ
ん
な
日
の

や
り
過
ご
し
方
も
、き
ち
ん
と

知
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
あ

ま
り
の
寒
さ
に
、皆
さ
ん
の
生

活
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
と

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
こ
の
２
月
号
が
届
く
頃
に

は
立
春
を
過
ぎ
、暦
の
上
で
は

春
に
な
り
ま
す
。紙
面
な
ら

ば
、ち
っ
と
も
寒
く
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、粉
雪
の
美
し
さ
だ
け

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

寒波到来 ！

庁舎の前庭。遠くの景色が全く見えません。

半分凍った岩部ダム。氷の上を雪煙が滑っていきます。

雪まみれの垣根からひょっこり一枝。ちょっと楽しい。

飯舘
百景

上空に強い寒気が入り、暴風雪のニュースが
九州にまで及んだ１月下旬。飯舘村でもぐっと
気温が下がり、この冬一番の冷え込みとなりま
した。写真は比曽地区。パウダースノーが風に
舞い、野山にベールをかけました。

令和５年２月号令和５年２月号 1616令和５年２月号令和５年２月号1717



飯舘村における高病原性鳥インフルエンザ発生に伴う対応について

お知らせのページ

マイナンバーカードマイナンバーカード
申請・登録はお済みですか？申請・登録はお済みですか？

マイナンバーカードの取得、健康保険証としての登録・公金受け取り口座の登録で、最大２万円分の
マイナポイントがもらえるキャンペーンが、２月末日まで延長されています。キャンペーンが始まる前
にカードを取得された方も対象になります。

❶ まずはスマホで顔写真を撮影。
❷ 交付申請書のQRコードを読み取る。
❸ 規約に同意し、メールアドレス等を登録。
❹ メールで届くURLで専用サイトを開く。
❺ 顔写真を登録、必要事項を入力して申請完了。

● 平日は午前９時〜午後４時30分（昼休みを除く）。
● 時間内の来庁が難しい方を対象に臨時窓口も開設中。 日時はお知らせ版で確認を。

交付申請書の右下のQRコードからスタート。

住民課住民係☎0244-42-1618役場窓口での申請は事前予約を！

スマホからカードの申請ができます

23桁の申請書IDは交付
申請書の右上に記載さ
れています。

専用ウェブサイトから
も申請できます。

お住まいの市町村窓口でも申請できます

申請書の郵送や、オンライン（ス
マートフォン、パソコンなど）で申
請をした場合、カードの受け取り
場所は役場窓口になります。
一方、申請を役場の窓口で行っ
た場合は、本人限定受取郵便で
カードは郵送されます。
本人確認を行うため、申請また
は受け取りのどちらかを、役場
窓口で行うようになっています。

画面の案内に
従って申請。

窓口以外で申請した場合
カードの受け取りは窓口で

持ちましょう！お薬手帳

東日本大震災により避難している方々は、現在お住まいの市区町村窓口で、「マイナンバーカード」の
交付申請ができます。カードは、後日、本人限定受取郵便で郵送されます。

スマートフォンやパソコンからのオンライン、又は郵送で申請した場合、カード受け取りに
は必ず、飯舘村役場までお越しいただくことになります。避難先市町村の窓口では、受け
取り出来ません。飯舘村役場までお越しいただくことが難しい場合は、オンライン申請や
郵送での申請等はせず、現在お住まいの市区町村窓口にて手続きをお願いします。

マイナポータルから
オンラインで転出届
の提出が可能に

　令和５年２月６日から、転出届についてマイナポータルを通じたオン
ラインでの届け出が可能になりました。このサービスを利用する方は、転
出にあたり飯舘村役場への来庁が原則不要になります。
　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方で、日本国内で

引越しをする方が対象です。ご自身だけの引越しの他、ご自身と同一世帯員、ご自身以外の世帯員の引
越しでも利用が可能です。詳しくはデジタル庁のホームページで。※ただしマイナポータルを通じて転
出届を提出した後は、別途、転入先市区町村の窓口で転入届等の手続きが必要です。

ここ大事
！

同封のチラシもご確認ください。
※12月に同封したチラシと同じものです。

■自分で使っている薬の名前や量、飲み方などを記録できます。
■過去の副作用や病気、アレルギーなど、医師や薬剤師に伝えたいことも書き込めます。
■薬局などの医療機関から無料でもらえます。

お薬手帳の活用方法について、「いいたてクリニック」を運営する
「あづま脳神経外科病院」薬剤科の影山緑子さんに聞きました。

　令和４年12月７日、飯舘村の養鶏場で飼育されていた鶏から高病原性鳥インフルエンザウ
イルスが検出され、福島県の主導により12月7日から当該養鶏場の鶏10万3,119羽の殺処分
と埋却、鶏舎の清掃消毒が行われ、12月11日に完了しました。この防疫措置に係る人員の動
員は延べ885名（県職員646名、村職員36名、その他相双管内市町村職員142名、団体職
員61名）でした。
　また、養鶏場を中心に半径３ｋｍ圏内は家きん等の移動が禁止される移動制限区域に設
定されていましたが、調査の結果、周辺環境等の異常がなかったため、令和５年１月２日０時
に移動制限区域が解除され、関連する対応はすべて終了となりました。
　今回の防疫措置に対しての、村民の皆様や関係機関のご理解、ご協力に心から御礼申
し上げます。

お薬手帳とは…

２か所以上の病院から薬をもらっていても、お薬手帳は1冊にまとめま
しょう。そうすることで、同じような効果の薬を飲んでしまうことを防ぎ、
薬の飲み合わせを確認できます。

お薬の情報を一つに

災害時、いつも飲んでいる薬が無くなり緊急で薬が欲しい場合、お薬手帳がある事で処方
せんなしに薬をもらうことができます。  注）あくまで災害時、緊急で必要な場合です。

災害時に備えて

でも、持ち歩くのは面倒 …

そんなときは
スマホのアプリで！！

スマートフォンをお持ちなら、様々
なお薬手帳アプリが無料で使えま
す。難しい場合は、いつも行く薬局
で相談してみましょう。

いつも薬をもらう薬局を1か所に決めておきましょう。自分の体質や病歴などを分かっている
薬剤師がいると、お薬の相談をしたい時や困った時に安心ですよ！

かかりつけ薬局をもとう！

右は影山さんの自画像です！
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いいたて便り

村は､村主催のイベントや村民の皆さんの取り組みを取材し､広報紙･ホームページ等に掲載し
ています｡写真掲載に不都合がある方は､村づくり推進課企画定住係までご連絡ください。

村民ボランティアの皆さんと
学園１年生がだんごさし

戸田建設株式会社から
絵本が寄贈されました
　12月21日、までいの里のこども園に、戸田建設
株式会社東北支店から74冊の絵本が寄贈されま
した。贈呈式には３歳以上児のそら組・つき組・た
いよう組が参加し、そら組の代表園児が「絵本を
たくさん贈っていただきありがとうございます。いっ
ぱい読みたいと思います」とお礼のあいさつをし、
感謝を伝えました。式の後、園児たちはさっそく興
味のある絵本を手に取り、夢中で読んだり、お友だ
ちと楽しんだり、目をキラキラ輝かせながら絵本と
触れ合いました。

　１月13日、いいたて希望の里学園で、１年生が
「だんごさし」を行いました。活動には、村民ボラン
ティアとして、村老人クラブ連合会の皆さんが協力
しました。子どもたちは、行事の意味を教わりなが
ら、村民ボランティアと共に、今年の豊作を祈願す
る赤・青・黄・白色などのだんごをつくりました。
　いよいよ仕上げの飾り付け。子どもたちは、たく
さんのだんごを、根気よく楽しそうにミズキの枝にさ
しました。完成しただんごさしは、玄関、校長室、廊
下などに飾られ、校内を美しく彩りました。

学級ごとに絵本を楽しむ園児たち。絵本が大好きな
子どもたちへの素敵なプレゼントとなりました。

「いいたて学」の一環となる活動です。村の皆さんと
触れ合いながら、伝統行事を体験しました。

令和５年消防出初式
決意新たに消防活動を開始
　１月８日、いいたて希望の里学園の体育館で、
令和５年飯舘村消防出初式が行われ、村の消防
団、女性消防隊、役場消防隊ら合わせて87人が
参加しました。
　式では、杉岡村長が、「信頼と期待に応え、貴
い人命と貴重な財産を守る重責を担っていただ
いていることに、村民を代表して心から感謝申し
上げます」と述べ、献身的な取り組みに感謝を伝
え一同を激励しました。また、式の後には、永年勤
続の表彰も行われました。

体育館で行われた出初式。消防団員が隊列を組み、
杉岡村長、赤石澤傳団長（飯樋町）らが観閲しました。

までいの里のこども園
みんなで手づくり「だんごさし」

「ミズキの木が明るくなるね」と話しながら、小さな手
で一生懸命だんごさしを行いました。

第69回文化財防火デー
善應寺で防火訓練を実施
　１月22日、善應寺（飯樋町）で『文化財防火デー
消防訓練』を実施しました。今回の訓練には、善應
寺、村教育委員会、村文化財保護審議会、村消防
団、役場消防隊、南相馬消防署飯舘分署が参加。
善應寺の庫裡からの火災発生を想定し、善應寺関
係者による初期消火・避難誘導・重要物品の搬送訓
練と、消防団・役場消防隊・飯舘分署による一斉放
水訓練を行いました。昭和30年から続く『文化財防
火デー』。訓練を通して、村の文化財に対する理解
と認識を深め、防火の意識を高めました。

１月26日の『文化財防火デー』を前に行われた訓練。
写真は善應寺の屋根に向けた一斉放水訓練の場面。

今年もイイタネちゃんに
たくさんの年賀状が届きました
　飯舘村公式キャラクター「イイタネちゃん」に、全
国各地・幅広い年代の方々から今年も年賀状が届
きました。１月20日までに届いた年賀状は60通。１つ
ひとつの年賀状に、心の込もった応援メッセージが
書かれており、イイタネちゃんを応援してくれている
方がたくさんいることが、年賀状から伝わります。
　イイタネちゃんもすべての年賀状にじっくりと目を
通し、心を込めてお返事を出しました。日頃からイ
イタネちゃんを応援してくださっている方々、本当
にありがとうございます。

デジタル化が進む時代ですが、手書きの年賀状に心
があたたまりますね。イイタネちゃんも大喜びです。

　１月13日、までいの里のこども園で、小正月の伝統
行事「だんごさし」が行われました。だんごづくりはそ
れぞれの学級で行い、小さな手のひらでコロコロと、
たくさんのだんごをつくりました。続いて、大きな鍋で
ゆでる様子もみん
なで観察。完成し
たカラフルなだんご
をホールに飾り、美
しいだんごさしを
完成させました。

ゆでたら浮かんできたよ！ゆでたら浮かんできたよ！
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」

話題のパレット

笑
顔
が
集
う「
永
井
川
カ
フ
ェ
」

　
毎
月
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容

で
村
民
の
交
流
の
場
を
創
出
し
て
い

る「
永
井
川
カ
フ
ェ
」。昨
年
12
月
20

日
に
は
、活
動
拠
点
と
な
っ
て
い
る
永

井
川
集
会
所（
福
島
市
）で
、「
ゆ
き
フ

ラ
ワ
ー
ス
ク
ー
ル
」の
伊
藤
幸
子
先
生

（
写
真
前
列
中
央
）を
講
師
に
迎
え
、

季
節
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。「
永
井
川
カ
フ
ェ
」の

開
催
情
報
は
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
気
軽
に
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

１月の村の動きと主なできごと１月の村の動きと主なできごと

informationinformation村からおしらせ村からおしらせ

４
日 

・ 

仕
事
始
め
の
式（
村
役
場
）

８
日 

・ 

令
和
５
年
飯
舘
村
消
防
出
初
式（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
）

８
日 

・ 

令
和
５
年
飯
舘
村
成
人
式（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

10
日 

・ 

農
業
委
員
会
　
和
牛
セ
リ
視
察（
本
宮
市・福
島
県
家
畜
市
場
）

12
日 

・ 

渡
辺
博
道
復
興
大
臣
　
来
庁（
村
役
場
）

16
日 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議（
村
役
場
）

17
日 

・ 

人
権
擁
護
委
員
会
議（
村
役
場
）

20
日 

・ 

農
業
委
員
会
定
例
総
会（
村
役
場
）

20
日 

・ 

第
７
回
長
泥
地
区
除
染
検
証
委
員
会（
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）

22
日 

・ 

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
防
火
訓
練（
善
應
寺
）

23
日 

・ 

飯
舘
村
議
会
第
１
回
臨
時
会（
議
場
）

24
日 

・ 

定
例
教
育
委
員
会（
村
役
場
）

25
日 

・ 

認
知
症
カ
フ
ェ「
ゆ
ず
カ
フ
ェ
」（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

26
日 

・ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
）集
団
接
種（
い
ち
ば
ん
館
）

26
日 

・ 

花
卉
セ
ミ
ナ
ー（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

27
日 

・ 

福
島
県
原
子
力
防
災
訓
練（
村
内
各
所
）

29
日 

・ 「
ふ
く
し
ま
フ
ェ
ス
タ
」出
展（
東
京
都・ら
ら
ぽ
ー
と
豊
洲
）

31
日 

・ 

第
４
回
飯
舘
村
行
政
区
長・副
区
長
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

31
日 

・ 

学
校
運
営
協
議
会（
村
役
場
）

　写真を趣味とし、四季の風景や旅先の写
真を撮影している渡部功さん（草野）。役場
を訪れる人に、写真を通して四季を感じても
らおうと、窓口カウンターに折々の写真を飾っ
てくださっています。１月には引き伸ばした冬
の写真をご提供いただき、早速ほっとコー
ナーに展示しました。この白鳥の写真は、相
馬市の飛来地に１か月余り通って撮影したも
ので、飛び立つ一瞬を見事に捉えています。

　
飯
舘
ま
で
い
文
化
事
業
団
と
福
島

大
学
行
政
政
策
学
類
大
黒
ゼ
ミ
の
共

同
企
画『
飯
舘
村
体
験
博
覧
会・こ
ち

ら
五
合
目
、応
答
せ
よ
！
』が
、11
月
か

ら
３
月
初
旬
ま
で
、多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
連
続
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。12
月

26
日
に
は
、学
童
保
育
の
子
ど
も
た
ち

が
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
元
気
いっ
ぱ
い
楽
し
み
ま
し
た
。

ほっとコーナーに四季の写真 門松を飾っていただきました

　年越しを前に、造園業を営む塚越栄光さん
（草野）が、役場の入口に手づくりの門松を
飾ってくださいました。また、「いいたて村の道
の駅までい館」には、飯舘村商工会青年部が
門松を飾ってくださいました。青年部の門松
は、成人式を催す交流センター「ふれ愛館」の
エントランスも飾りました。新春を迎える清 し々
い心持ちを、それぞれの場で共有することが
できました。ありがとうございました。

福島大学食農学類報告会

　「福島大学食農学類・飯舘村フィールド活動報
告会」が、２月16日に、交流センター「ふれ愛館」
で開催されます。
　「飯舘村の地域資源を生かした賑わいづくり」
をテーマに、村内で食農実践演習に取り組む学
生の皆さんの報告です。村民の皆さんも、ぜひご
参集ください。参加は無料で、申し込みも不要。詳
しくは同封のチラシをご覧ください。

この講座では、「ロックダンス」と「ブ
レイクダンス」という2つのジャンル
のストリートダンスを体験。大黒ゼミ
の学生でダンサーの河野尚通さん、
髙野蓮さんが講師を務めました。

役場玄関に設置された門松

いいたて村芸能発表会

　２月19日、交流センター「ふれ愛館」で、「いいた
て村芸能発表会」を開催します。震災後は初め
ての開催で、村の文化サークルや芸能保存会が
ステージ発表を行います。なお、参加団体の一つ、

「八木沢の田植踊」は、この日が復活のお披露目
となります。観覧申し込みの詳細は、同封のチラシ
をご覧ください。皆様お誘い合わせの上、ぜひご
来場ください。（生涯学習課☎0244-42-0072）

午後１時20分〜午後１時20分〜

16
木２２

午後１時開演午後１時開演

19
日２２

交流センター「ふれ愛館」交流センター「ふれ愛館」 交流センター「ふれ愛館」交流センター「ふれ愛館」
過去のステージから

楽しい〜！ 明日もやりたい

人事異動のお知らせ　 令和５年２月１日付　住民課住民係  大橋未来　（旧任・総務課総務係）
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どうも、協力隊の横山です。今年の春
に向けて飯舘村に人の集う場所を計
画中！

今現在オープンに向けて絶賛準備中
です。
詳細は追ってお伝えできればと思いま
すが、村民の皆さんがゆっくり座って
友達とお話を楽しんだりするような空
間を作りたいと考えています。

オープンまでに施設の中で村民の方
と商品開発を行ったり、何かイベント
を挟んでいきたいのでよろしくお願い
致します。

　
平
成
20
年
に
飯
樋
小
学
校
に
校

長
と
し
て
赴
任
し
、翌
年
か
ら「
エコ

キ
ャッ
プ
運
動
」を
始
め
ま
し
た
。資

源
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、売
却
益
で
発

展
途
上
国
の
医
療
支
援
を
行
う
運

動
で
す
。「
誰
か
の
役
に
立
て
る
」と

知
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
、集
ま
っ
た
エコ

キ
ャ
ッ
プ
は
２
年
間
で
１
ト
ン
を
超

え
ま
し
た
。

　
避
難
直
前
の
始
業
式
の
日
に
、本

校
舎
で
最
後
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
贈
呈

式
。そ
し
て
活
動
は
、避
難
先
で
も

続
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
飯
樋
小
で
は
、前
山
公
園
に
芝
桜

と
水
仙
を
植
え
た
り
、地
域
の
方
を

は
な
れ
て
い
て
も

竹
之
下
道
子

  

さ
ん （
元
飯
樋
小
学
校
長
）
福
島
県
福
島
市
在
住

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」だ
よ
り

招
い
て
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た

り
。あ
い
さ
つ
運
動
、田
ん
ぼ
づ
く
り
、

学
力
向
上
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。

副
読
本「
わ
た
し
た
ち
の
村
い
い
た

て
」は
調
査
を
し
な
が
ら
制
作
し
ま

し
た
。子
ど
も
も
村
の
人
も
一
生
懸

命
で
輝
い
て
い
て
、す
ご
い
村
だ
と
思っ

て
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
協
力
が
あ

り
、本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
避
難
を
し
て
、３
つ
の
小
学
校
が

川
俣
中
学
校
で一緒
に
学
校
生
活
を

送
る
よ
う
に
な
り
、学
校
便
り
の
タ

イ
ト
ル
を「
い
い
た
て
っ
子
」と
し
ま

し
た
。そ
し
て
私
は
そ
の
年
の
８
月

に
異
動
。こ
の
赤
い
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
、離

任
の
時
に
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。離
任
の
日
は

朝
か
ら
晩
ま
で
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
迷
っ
た
り
困
っ
た
り
し

た
方
が
、連
絡
を
く
れ
る
時
が
あ
り

ま
し
た
。平
成
27
年
の
福
島
市
で
の

「
里
帰
り
会
」に
は
、北
海
道
や
大
阪

か
ら
来
て
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　
私
の
実
家
は
浪
江
町
津
島
に
あ

り
、村
と
は
深
い
縁
が
あ
り
ま
し

た
。私
の
曽
祖
父・今
野
美
壽
は
津

島
の
村
長
を
し
て
い
て
、退
任
後
に

「
相
馬
藩
政
史
」を
著
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は「
飯
舘
村
史
」に
も
多
く

引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
曽
祖
父

が
菅
野
義
人
さ
ん（
比
曽
）の
曽
祖

父・雄
龍
さ
ん
と
懇
意
に
し
て
い
て
、

１
０
０
年
前
に
曽
祖
父
が
書
い
た
手

紙
を
、震
災
の
わ
ず
か
ひ
と
月
前
に

菅
野
さ
ん
か
ら
譲
り
受
け
て
い
た
の

で
す
。私
は
そ
れ
を
お
守
り
の
よ
う

に
校
長
室
の
本
棚
に
入
れ
て
い
ま
し

た
。不
思
議
な
縁
に
導
か
れ
、未
曾

有
の
危
機
に
立
ち
向
か
う
た
め
、あ

の
時
私
が
飯
舘
に
い
た
の
で
は
な
い

か
と
運
命
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
慣
れ
な
い
土
地
で
頑
張
っ
て
き
た

子
ど
も
た
ち
と
今
回
成
人
式
で
再

会
が
で
き
た
こ
と
、心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。離
れ
て
い
て
も
、私
は
い

つ
ま
で
も
、み
ん
な
の
応
援
団
で
す
。

お
す
す
め
図
書
を
紹
介
し
ま
す

生産者の皆さんにおいしい食べ方を聞いてみよう！

　小豆（赤アズキ）は、サヤが茶色になってから収穫し、干してカラ
カラにします。昔は叩いてサヤを外したようですが、我が家では一
つずつサヤをむいています。子どもの頃に親の背中を見ていた作
業で、懐かしさがありますね。しっかり干したアズキは、広口の大き
なペットボトルに入れ、米を置く冷暗所に保管しています。ゆで小豆
にする時は、炊飯に使っていない古い電気釜を使い、たくさん作っ
て冷凍保存しています。

ゆで小豆を冷凍保存するとさっと使えて便利ですよ

小豆の巻

栄養価が高く食物
繊維

も豊富。赤飯やあ
んこ、

お汁粉などに使わ
れ暮

らしを彩る食材で
す。

地域おこし協力隊
いいたてDIARY

ダイアリー

までいの食卓おいしい飯舘 ！おいしい飯舘 ！

うま
いっ
！

直
売
所
に
豆
類
や
野
菜
を
出
し

て
い
ま
す
。一
昨
年
か
ら
は
牧

草
畑
に
し
て
い
た
圃
場
で
リ
ン

ド
ウ
の
栽
培
も
始
め
ま
し
た
。

大東和子 さん
      （宮  内）

　
今
年
度
も
一
般
財
団
法
人 

出
版
文
化
産

業
振
興
財
団（
J
P
I
C
）の
ご
協
力
の
も

と
、『
20
歳
の
20
冊
』の
冊
子
を
制
作
し
ま
し

た
。遠
藤
教
育
長
を
始
め
、各
界
の
著
名
な

方
々
に
も
選
書
を
し
て
い
た
だ
い
た
20
冊
を

紹
介
す
る
冊
子
で
す
。

　
こ
の
冊
子
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
本
の
中

か
ら
、20
歳
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で

選
ん
だ
１
冊
を
、成
人
式
で
贈
呈
し
ま
し
た

（
式
へ
の
出
席
が
叶
わ
な
か
っ
た
皆
さ
ん
へ
は

お
送
り
し
ま
し
た
）。

　
ま
た
、こ
の
20
冊
は
、交
流
セ
ン
タ
ー
で
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。新
た
な
本
と
の

出
逢
い
の
き
っ
か
け
に
、ぜ
ひ
手
に
取
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

今月のライター

横山 梨沙 さん

飯舘村地域おこし協力隊

渋皮を取った
栗も冷凍保

存してあるそ
うです。

ゆで小豆を火にかけ、か
き混ぜながら煮ていくと皮
ごとつぶれていきます。砂
糖と塩少々を加えて、あん
こが完成。もち米を炊いて
好きな大きさに丸め、あん
こで包んでおはぎに。

成
人
式
に
て『
20
歳
の
20
冊
』を

20
歳
の
皆
さ
ん
へ
贈
り
ま
し
た

ゆで小豆と栗を一緒に煮て、お
好みの量の砂糖、少々の塩、水
で戻し煮溶かした寒天を加え、
タッパーに入れて冷蔵庫へ。食
べる時に切り分けます。

ふれあい館の向かい側、何かが始まる…！

あずき

栗ようかん栗ようかん

おはぎおはぎ

砂糖は小豆が
やわらかく

煮えてから加え
ましょう。

保護者から贈られた赤いポロシャツには
「わ」の文字。成人式で再会した卒業生か
ら受け取った花束を胸に抱いて。

び   

じ
ゅ
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ふるさと資源ふるさと資源
発掘図鑑

!
発掘図鑑

!

（12月16日から1月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出の時に住民係へお申し出ください。

ひとのうごき 　 令和４年12月31日現在

　●男　2,419人（−６）
　●女　2,403人（−12）
　　計　4,822人（−18）
世帯数　1,808戸（＋１）

人   口 　今 月   （前月比）
　　転入　３人
　　転出    17人
　　出生　１人
　　死亡　５人
　   （住民基本台帳人口）

12月1日〜31日までの人口動態

■ 

入
札
結
果
は
H
P
で
　
広
報
紙
上
で
公
表
し
て
き
た
入
札
結
果
は
、今
年
度
分
か
ら
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。随
時
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

飯舘村
   H Ｐ

ひとのうごきひとのうごき

どなたでも投稿できるコーナーですので皆さんも
身近な話題をどしどしお寄せください！

飯舘村広報委員会（村づくり推進課企画定住係）
☎0244-42-1613

皆さんからの情報や投稿でつくるペ
ージです

清 し々い冬の
          出会いに寄せて 愛楽故郷味

あいらく ふるさと み

杉岡 誠 村長 の

おくやみ

   氏　名　 　  　            年齢　     行政区

鈴  木 四  子 さん

八  巻 千佳子 さん

高  橋 政  幸 さん

齋  藤 常  義 さん

田  邊 　巌 さん

志  賀 ヨシ子 さん

嘉  藤 軍  治 さん

森　　ハナヨ さん

髙  橋 繁  文 さん

  91

  87

  97

  91

  68

100

  82

  92

  73

小宮

草野

八木沢・芦原

深谷

大久保・外内

蕨平

臼石

上飯樋

長泥

ご冥福をお祈り申し上げます

いいたてホームに出現した赤い鳥居。コロ
ナ禍の影響でお出かけがままならない入居
者さんに初詣をしてもらおうと、職員さんが
手づくりしたそうです。立派な鳥居には「一
笑満金神社」の文字。笑顔の写真や
願い事が入った絵馬もあります。
小正月にはだんごさしも飾られま
した。職員さんのやさしさに、心が
ほっこり温かくなりますね。

誕生おめでとう

石  川　　颯   くん 

赤ちゃんの名前　        　         親の名前　                 行政区

聡さん・美保さん  比  曽
はやて

齊藤次男さん（深谷）が自分史『古里は忘れ
難きかな』を完成させました。約250ページ
に及ぶ立派な本です。齊藤さんは写真と文
で自身と家族の歩みを記し、昭和元年から
始まる年表には、世界・日本・県・村・齊藤家
のできごとを併記しました。齊藤さんは「家
族や親族に生まれ育った時代を振り返って
もらえたら」と笑顔で話していました。

第７回

　
平
成
23
年
４
月
20
日
、小
学
校
３
年
生
の
始
業
式
が
村
内

小
学
校
で
過
ご
す
最
後
の
日
と
な
っ
た
方
々
が
、こ
の
度
20
歳
と

な
ら
れ
ま
し
た
。語
り
尽
く
せ
ぬ
想
い
を
胸
に「
艱
難（
か
ん
な

ん
）汝（
な
ん
じ
）を
玉（
た
ま
）に
す
」の
言
の
と
お
り
、12
年
の

時
を
経
て
立
派
に
成
長
さ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　「
ひ
と
」こ
そ
が
村
の
力
で
あ
り
、宝
で
す
。

　
い
き
い
き
と
し
た
新
成
人
の
皆
さ
ま
の
お
姿
を
前
に
し
て
、

「
若
い
力
」に
期
待
が
募
る
と
と
も
に
、私
自
身
も
か
つ
て
に
思

い
を
馳
せ
て
、身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。皆
さ
ま
の

前
途
が
幸
多
き
も
の
で
あ
る
よ
う
、心
よ
り
お
念
じ
申
し
上
げ

ま
す
。

＃いいたてホームのお正月
＃いいたてホームのお正月

ふじおさんの
村民広報委員

宝宝さがしさがしいいたていいたて
年間１００回 ！年間１００回 ！

　今回は飯舘村老人クラブ連合会体育部長の髙橋則雄さん（二枚
橋・須萱）を紹介します。
　則雄さんは地区の老人会寿会の会長をされていて、地域の美化
活動を行っています。春と秋には近くの十一面観世音菩薩堂で地域
の方 と々一緒にお祭りなどもし、その管理もされているということです。
　とにかく身体を動かすことが大好きで、皆さんもご存知のとおり
パークゴルフの腕前は村でも常に上位クラスです。妻のヤス子さん
もかなりの腕前です。「年間100回はプレーするかな？」とちょっと
はにかんだ丸い笑顔で話してくれました。
　訪ねた日も仲間と相馬の方にプレーに行って来たそうですが、プレーした後は各家庭持ち回りで
ごちそうを持ち寄って、反省会を楽しくするそうです。
　「昔は経済的にまずしく出稼ぎなどもしたけれど、とにかく丈夫に育ててくれた両親に感謝して、
地域の方 と々丈夫で元気に活動していくことが『宝』。恩返しをしたい」と話してくれました。

佐  藤    叶  來 ちゃん 
か      　こ

賢二さん・知恵さん 上飯樋

＃齊藤次男さん自分史が完成
＃齊藤次男さん自分史が完成

  広報５月号
掲載から念願
 の完成です！

　
１
月
25
日
か
ら
の
寒
波
で
、村
に
も
久
し
ぶ
り
に
粉
雪
が
降

り
積
も
り
ま
し
た
。氷
点
下
10
度
の
外
気
温
に
不
思
議
と
清
々

し
さ
を
感
じ
つ
つ
、歩
み
と
と
も
に
キ
ュッ
キ
ュッ
と
鳴
く
雪
に
童

心
を
く
す
ぐ
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
村
の
雪
景
色
が
大
好
き
で
す
。生
活
に
お
い
て
は
時
に

困
難
な
面
を
も
た
ら
す
積
雪
で
す
が
、青
空
の
も
と
に
輝
く
雪

景
色
に
は
、そ
こ
は
か
と
な
く
心
惹
か
れ
る
美
し
さ
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
昔
、軒
下
に
で
き
た
大
き
な
氷
柱（
ツ
ラ
ラ
）か
ら
滴
る

雫
を
飽
き
ず
に
眺
め
て
い
た
こ
と
や
、凍
っ
た
道
路
で
長
靴
ス

ケ
ー
ト
を
し
た
こ
と
、鼻
が
凍
り
そ
う
な
寒
い
朝
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ダ
ス
ト
を
見
た
こ
と
な
ど
、村
の
寒
さ
と
雪
景
色
に
わ
く
わ

く
さ
せ
ら
れ
て
き
た
想
い
出
が
呼
び
起
こ
さ
れ
ま
す
。皆
さ
ま

に
と
っ
て
は
、ど
の
よ
う
な
雪
の
思
い
出
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
新
年
が
始
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら
、も
う
一
月
も
終
わ
り
で
す
。一

刻
一
刻
の
重
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、本
年
も
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。

冬冬
のの
故故
郷郷
でで
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